
学校名 北杜市立長坂小学校 教科等 
総合的な学習の時間、 

生活科を中心とした各教科等 

研究主題 
学びを深め、主体的に社会に参画する児童の育成  
―教育課程の改善と子供主体の授業実践を通して― 

 

１．研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

① カリキュラム・マネジメントの視点から教育課程の改善を図る。 

・総合的な学習の時間（以下、総合と表記）及び生活科を中心に教育課程を見直し、改善する。 

② 深い学びにつながる教科等横断的な学びを見いだす。 

  ・探究的な学びや教科等横断的な学びについての研究を深め、その実現を目指す。 

  ・主体的に社会に参画しようとする態度の育成に向けた授業改善を推進する。 

 

（２）具体的な研究活動 

時期 ①について ②について 共通 

通年 クラウドで本校教職員による情報共有（研修会での学びの還元、振り返りシートの共有など）。 

４月 

～ 

・総合では、各学年と研究主任で

「教材の特性」「児童の実態」

「教師の思い」の３つの視点か

ら既存のテーマや指導計画を

捉え直し、１年間の大まかなイ

メージを確認した。 

・生活科では、担当指導主事の助

言を踏まえながら、生活科の探

究シートを作成した。 

・中教審の資料や本校の教職員の

考えを基に、主体的な学びや深

い学びの具体的な姿を書き出

し、共有した。 

・新たな教科等横断的な単元計

画表を作成した。 

（資料１） 

・探究的な学びを展開するため

の探究シートを作成した。

（資料２） 

・深い学びを支える情報活用能

力系統表を作成した。 

・指導主事や山梨大学三井一希

氏を招聘し、定期的に授業観

察及び指導助言を受けた。特

定の学級ではなく、全学級を

参観していただき、クラウド

を活用しながら即時フィー

ドバックをいただく方法を

とった。 

６月 

～ 

・新たな指導計画等の下、実践を

行い、１学期末にカリキュラム

や生活科の探究シートの点検・

評価を行った。点検・評価の前

には、各学年の進捗状況や成果

等を報告し合い、改善の材料と

した。 

・探究シートを活用しながら、各

教科等において、本校で設定し

た主体性や深い学びの姿の実現

を目指した探究的な授業を重ね

た。 

・探究シートはクラウドに保存し

て、いつでも自由に実践を見合

える環境を整えた。 

９月

～ 

・各教科等との関連を意識した

授業づくりを意図的に行った。 

・自主公開では、これまでの研究

の流れを「できなかった・難し

かった」等、改善点も明確に示

し、参加者とともに考える場に

した。 

・指導主事を招聘し「社会参画」の

意味や、授業への取り入れ方に

ついての学習会を行った。 

・探究的な学びにつながる各教科

等における子供主体の授業の実

現に向けて、三井氏からクラス

ごとに課題の提案を受け、授業

改善につなげた。 

 

11月

～ 

・自主公開の際にいただいた意

見を踏まえて、２学期末にカリ

キュラムや生活科の探究シー

トの点検・評価を行った。点検・

評価の前には、各学年の進捗状

況や成果等を報告し合い、改善

の材料とした。 

・スケール表（資料２）を取り入れ

た授業改善に取り組んだ。 

・探究的な学びにつながる各教

科等における子供主体の授

業の実現に向けて、スケール

表（資料２）を取り入れた。 

１月 

～ 

・来年度の本校の総合、生活科の

教育課程編成作業において、今

  



【資料１（一部抜粋）】教科等横断的な単元計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【資料２】探究シート及びスケール表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の成果と課題（〇成果 ▲課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度の研究成果をそのまま活

用したり、教科横断的な学び

（相互関連）が分かるようなフ

ォーマットを作成したりした。 

①について 

○教科等横断的に学習のねらいや内容を関連付けることで、教育課程全体の把握ができるようになり、学び

の質が向上した。 

○各教科間のつながりや、児童の実態を意識した単元設計が可能となり、授業の一貫性や深まりが生まれた。 

○各教科の学習内容を整理する中で、共通する資質・能力を捉えやすくなった。 

○児童は、年間の学習の流れを見通すことができるようになり、主体的に学びを展開する力が育った。 

▲教師も児童も、関連する知識等を考えながら学習を進めるが、単元によっては関連の必然性が弱く、つな

がりを感じにくい場合がある。 

▲複数教科にまたがる場合の評価について、教科に位置付けて整理する必要がある。 

▲児童の主体性や興味関心に応じて、柔軟に計画を変更する必要があり、マネジメントが難しい場面もある。

②について 

○教科等横断的な学びの視点を取り入れることや探究シートを用いて情報活用能力や学び方を学習過程に位

置付けて考えることで、学習内容とのつながりを捉えやすくなり、探究的な学びの実践につながった。 

○児童は、探究の課程を繰り返すことを意識できるようになってきた。自分たちで問いを立て、解決に向か

って学びを進める経験を通して、主体性や協働性が向上した。 

▲シートを作成する上で、考える視点が多く、作業負担が大きかったため、重点的に指導する項目を設定し、

焦点化する等の工夫が必要であった。 

▲興味関心や表現力等に起因する学びの深まりの個人差に対応する支援について検討が必要である。 

▲児童の学習展開がパターン化され過ぎる実践が見られ、学びが形式的になる懸念があった。 


